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第1章

1 ペルシアの王キュロスの第一年に、エレミヤによって告げられた主のことばが成就するため

に、主はペルシアの王キュロスの霊を奮い立たせた。王は王国中に通達を出し、また文書にも

した。

2 「ペルシアの王キュロスは言う。『天の神、主は、地のすべての王国を私にお与えくださっ

た。この方が、ユダにあるエルサレムに、ご自分のために宮を建てるよう私を任命された。

3 あなたがた、だれでも主の民に属する者には、その神がともにいてくださるように。その者は

ユダにあるエルサレムに上り、イスラエルの神、主の宮を建てるようにせよ。この方はエルサ

レムにおられる神である。

4 あとに残る者たちはみな、その者を支援するようにせよ。その者がどこに寄留しているにして

も、その場所から、その土地の人々が、エルサレムにある神の宮のために進んで献げるものに

加え、銀、金、財貨、家畜をもってその者を支援せよ。』」

5 そこで、ユダとベニヤミンの一族のかしらたち、祭司たち、レビ人たちは立ち上がった。エル

サレムにある主の宮を建てるために上って行くように、神が彼ら全員の霊を奮い立たせたので

ある。

6 彼らの周りの人々はみな、銀の器、金、財貨、家畜、選りすぐりの品々、そのほか進んで献げ

るあらゆる物をもって彼らを力づけた。

7 キュロス王は、ネブカドネツァルがエルサレムから持ち出して、自分の神々の宮に置いていた

主の宮の器を運び出させた。

8 ペルシアの王キュロスは財務官ミテレダテに命じてこれを取り出し、その数を確かめさせ、ユ

ダの首長シェシュバツァルに渡した。

9 その数は次のとおりであった。金の皿三十、銀の皿一千、香炉二十九、

10 金の鉢三十、予備の銀の鉢四百十、その他の器一千。

11 金や銀の用具は全部で五千四百あった。捕囚の民がバビロンからエルサレムに上ることを許さ

れたとき、シェシュバツァルはこれらの物をみな一緒に携えて上った。

第2章

1 バビロンの王ネブカドネツァルがバビロンに引いて行った捕囚の民で、その捕囚の身から解か

れてエルサレムとユダに上り、それぞれ自分の町に帰ったこの州の人々は次のとおりである。

2 彼らは、ゼルバベル、ヨシュア、ネヘミヤ、セラヤ、レエラヤ、モルデカイ、ビルシャン、ミ

スパル、ビグワイ、レフム、バアナと一緒に帰って来た。 イスラエルの民の人数は次のとお

りである。

3 パルオシュ族、二千百七十二人。

4 シェファテヤ族、三百七十二人。

5 アラフ族、七百七十五人。

6 ヨシュアとヨアブの二族からなるパハテ・モアブ族、二千八百十二人。

7 エラム族、一千二百五十四人。

8 ザト族、九百四十五人。

9 ザカイ族、七百六十人。



10 バニ族、六百四十二人。

11 ベバイ族、六百二十三人。

12 アズガデ族、一千二百二十二人。

13 アドニカム族、六百六十六人。

14 ビグワイ族、二千五十六人。

15 アディン族、四百五十四人。

16 ヒゼキヤ族、すなわちアテル族、九十八人。

17 ベツァイ族、三百二十三人。

18 ヨラ族、百十二人。

19 ハシュム族、二百二十三人。

20 ギバル族、九十五人。

21 ベツレヘム人、百二十三人。

22 ネトファの人々、五十六人。

23 アナトテの人々、百二十八人。

24 アズマウェテ人、四十二人。

25 キルヤテ・アリム人とケフィラ人とベエロテ人、七百四十三人。

26 ラマ人とゲバ人、六百二十一人。

27 ミクマスの人々、百二十二人。

28 ベテルとアイの人々、二百二十三人。

29 ネボ人、五十二人。

30 マグビシュ族、百五十六人。

31 別のエラム族、一千二百五十四人。

32 ハリム族、三百二十人。

33 ロデ人とハディデ人とオノ人、七百二十五人。

34 エリコ人、三百四十五人。

35 セナア人、三千六百三十人。

36 祭司は、ヨシュアの家系のエダヤ族、九百七十三人。

37 イメル族、一千五十二人。

38 パシュフル族、一千二百四十七人。

39 ハリム族、一千十七人。

40 レビ人は、ホダウヤ族のヨシュアとカデミエルの二族、七十四人。

41 歌い手は、アサフ族、百二十八人。

42 門衛の人々は、シャルム族、アテル族、タルモン族、アクブ族、ハティタ族、ショバイ族、合

計百三十九人。

43 宮のしもべたちは、ツィハ族、ハスファ族、タバオテ族、

44 ケロス族、シアハ族、パドン族、

45 レバナ族、ハガバ族、アクブ族、

46 ハガブ族、シャルマイ族、ハナン族、



47 ギデル族、ガハル族、レアヤ族、

48 レツィン族、ネコダ族、ガザム族、

49 ウザ族、パセアハ族、ベサイ族、

50 アスナ族、メウニム族、ネフシム族、

51 バクブク族、ハクファ族、ハルフル族、

52 バツルテ族、メヒダ族、ハルシャ族、

53 バルコス族、シセラ族、テマフ族、

54 ネツィアハ族、ハティファ族。

55 ソロモンのしもべたちの子孫は、ソタイ族、ソフェレテ族、ペルダ族、

56 ヤアラ族、ダルコン族、ギデル族、

57 シェファテヤ族、ハティル族、ポケレテ・ハ・ツェバイム族、アミ族。

58 宮のしもべたちと、ソロモンのしもべたちの子孫は、合計三百九十二人。

59 次の人々はテル・メラフ、テル・ハルシャ、ケルブ、アダン、イメルから引き揚げて来たが、

自分たちの先祖の家系と血統がイスラエル人であったかどうかを証明できなかった。

60 デラヤ族、トビヤ族、ネコダ族、六百五十二人。

61 祭司の子孫の中では、ホバヤ族、ハ・コツ族、バルジライ族。このバルジライは、ギルアデ人

バルジライの娘の一人を妻にしたので、その名で呼ばれていた。

62 これらの人々は自分たちの系図書きを捜してみたが、見つからなかったので、彼らは祭司職を

果たす資格がない者とされた。

63 そのため総督は彼らに、ウリムとトンミムを使える祭司が起こるまでは、最も聖なるものを食

べてはならないと命じた。

64 全会衆の合計は四万二千三百六十人であった。

65 このほかに、彼らの男女の奴隷が七千三百三十七人いた。また、彼らには男女の歌い手が二百

人いた。

66 彼らの馬は七百三十六頭。らばは二百四十五頭。

67 らくだは四百三十五頭。ろばは六千七百二十頭であった。

68 一族のかしらの中のある者たちは、エルサレムにある主の宮に着いたとき、神の宮を元の場所

に建てるために、自分から進んでささげ物をした。

69 彼らは自分たちの財力に応じて、工事資金として金六万一千ダリク、銀五千ミナ、祭司の長服

百着を献げた。

70 こうして、祭司、レビ人、民のある者たち、歌い手、門衛、宮のしもべたち、すなわち、全イ

スラエルは自分の元の町々に住んだ。

第3章

1 イスラエルの子らは自分たちの町々にいたが、第七の月が来たとき、民は一斉にエルサレムに

集まって来た。

2 そこで、エホツァダクの子ヨシュアとその兄弟の祭司たち、またシェアルティエルの子ゼルバ

ベルとその兄弟たちは、神の人モーセの律法に書かれているとおりに全焼のささげ物を献げる

ため、イスラエルの神の祭壇を築いた。



3 彼らは、周りの国々の民を恐れていたので、祭壇を所定の場所に設けた。彼らはその上で主に

全焼のささげ物、すなわち、朝ごと夕ごとの全焼のささげ物を献げた。

4 彼らは、書かれているとおりに仮庵の祭りを祝い、毎日の分として定められた数にしたがっ

て、日々の全焼のささげ物を献げた。

5 それから、常供の全焼のささげ物、新月の祭りやすべての聖別された主の例祭のためのささげ

物、そして一人ひとりが進んで献げるものを、喜んで主に献げた。

6 彼らは第七の月の一日から全焼のささげ物を主に献げ始めたが、主の神殿の礎はまだ据えられ

ていなかった。

7 彼らは石切り工や大工には金を与え、シドンとツロの人々には食べ物や飲み物や油を与えた。

それはペルシアの王キュロスが与えた許可によって、レバノンから海路、ヤッファに杉材を運

んでもらうためであった。

8 彼らがエルサレムにある神の宮のところに着いて二年目の第二の月に、シェアルティエルの子

ゼルバベルと、エホツァダクの子ヨシュアと、そのほかの同僚の祭司とレビ人たち、および捕

囚からエルサレムに帰って来たすべての人々は、主の宮の工事を指揮するために二十歳以上の

レビ人を立てて、工事を始めた。

9 こうして、ヨシュアと、その息子たち、その兄弟たち、カデミエルとその息子たち、ユダの息

子たちは一致して立ち、神の宮の工事に当たる者たちを指揮した。ヘナダデの息子たちと孫た

ち、そのレビ人の兄弟たちもそうした。

10 建築する者たちが主の神殿の礎を据えたとき、イスラエルの王ダビデの規定によって主を賛美

するために、祭服を着た祭司たちはラッパを持ち、アサフの子らのレビ人たちはシンバルを持

って出て来た。

11 そして彼らは主を賛美し、感謝しながら 「主はまことにいつくしみ深い。 その恵みはとこし

えまでもイスラエルに」 と歌い交わした。こうして、主の宮の礎が据えられたので、民はみ

な主を賛美して大声で叫んだ。

12 しかし、祭司、レビ人、一族のかしらたちのうち、以前の宮を見たことのある多くの老人たち

は、目の前でこの宮の基が据えられたとき、大声をあげて泣いた。一方、ほかの多くの人々は

喜びにあふれて声を張り上げた。

13 そのため、喜びの叫び声と民の泣き声をだれも区別できなかった。民が大声をあげて叫んだの

で、その声は遠いところまで聞こえた。

第4章

1 ユダとベニヤミンの敵たちは、捕囚から帰って来た人々がイスラエルの神、主のために宮を建

てていると聞いて、

2 ゼルバベルと一族のかしらたちのところに近づいて来て言った。「私たちも、あなたがたと一

緒に建てたい。私たちは、あなたがたと同様、あなたがたの神を求めたいのです。私たちをこ

こに連れて来たアッシリアの王エサル・ハドンの時以来、私たちはあなたがたの神に、いけに

えを献げてきました。」

3 しかし、ゼルバベルとヨシュアと、そのほかのイスラエルの一族のかしらたちは彼らに言っ

た。「私たちの神のために宮を建てることは、あなたがたにではなく、私たちに属する事柄で



す。ペルシアの王キュロス王が私たちに命じたとおり、私たちだけで、イスラエルの神、主の

ために宮を建てるつもりです。」

4 すると、その地の民はユダの民の気力を失わせようとし、脅して建てさせないようにした。

5 さらに、顧問を買収して彼らに反対させ、この計画をつぶそうとした。このことはペルシアの

王キュロスの時代から、ペルシアの王ダレイオスの治世の時まで続いた。

6 またクセルクセスの治世には、その治世の初めに、彼らはユダとエルサレムの住民を非難する

告訴状を書いた。

7 また、アルタクセルクセスの時代に、ビシュラム、ミテレダテ、タベエルとほかの同僚たち

は、ペルシアの王アルタクセルクセスに書き送った。その手紙の文字はアラム語で書かれ、ア

ラム語で述べられていた。

8 参事官レフム、書記官シムシャイはエルサレムに関して、次のような書状をアルタクセルクセ

ス王に書き送った。

9 これは、参事官レフム、書記官シムシャイ、ほかの同僚たち、裁判官、使節、役人、ペルシア

人、ウルク人、バビロン人、スサの人々すなわちエラム人、

10 その他、偉大にして高貴なアッシュルバニパルが、サマリアの町々とユーフラテス川西方のほ

かの地に引いて行って住まわせた諸民族からであった。

11 彼らが送ったその書状の写しは次のとおりである。 「ユーフラテス川西方の者、あなた様の

しもべどもから、アルタクセルクセス王へ。さて、

12 王にお知らせいたします。あなた様のところから、私どものところに上って来たユダヤ人たち

はエルサレムに着き、あの反抗的で悪しき町を再建しております。その城壁を修復し、その礎

もすでに据えられています。

13 今、王にお知らせいたします。もしこの町が再建され、城壁が修復されたら、彼らは貢ぎ物、

関税、税金を納めなくなり、王家に間違いなく損害を与えることになるでしょう。

14 さて、私どもは王宮の塩を賜る者ですから、王に対する侮辱を見るわけにはいきません。それ

ゆえ、私どもは人を遣わして、王にお知らせするのです。

15 あなた様の先祖の記録文書を調べていただきたいのです。そうすれば、この町が反抗的な町

で、王たちと諸州に損害を与えてきたこと、また昔からこの町で反乱が繰り返されたことを、

その記録文書の中に見て、理解していただけるでしょう。この町が滅ぼされたのも、そのため

です。

16 私たちは王にお知らせします。もしこの町が再建され、城壁が修復されたら、あなたはこのた

めにユーフラテス川西方の権益を失ってしまわれるでしょう。」

17 王は参事官レフム、書記官シムシャイ、およびサマリアとユーフラテス川西方のほかの地に住

んでいる彼らの同僚たちに返事を送った。 「平安があるように。さて、

18 あなたがたが私たちのところに送ってよこしたあの手紙は、私の前で説明されて読まれた。

19 私は命令を下し、調べさせたところ、その町は昔から王たちに対して謀反を企て、その町で反

逆と反乱が行われたことが分かった。

20 またエルサレムにはかつて勢力のある王たちがいて、ユーフラテス川西方の地を全部支配し、

貢ぎ物、関税、税金が彼らに納められていたことも分かった。

21 今あなたがたは命令を下して、その者たちの工事をやめさせ、私から再び命令が下るまで、こ

の町が再建されないようにせよ。



22 あなたがたはよく気をつけ、このことを怠ってはならない。損害が増して王の不利益となると

いけないから。」

23 さて、アルタクセルクセス王の手紙の写しがレフムと、書記官シムシャイと、その同僚たちの

前で読まれると、彼らは急いでエルサレムのユダヤ人のところに行き、実力をもって彼らの工

事をやめさせた。

24 こうして、エルサレムにある神の宮の工事は中止され、ペルシアの王ダレイオスの治世の第二

年まで中止されたままになった。

第5章

1 さて、預言者ハガイとイドの子ゼカリヤという二人の預言者は、ユダとエルサレムにいるユダ

ヤ人に対して、自分たちの上におられるイスラエルの神の御名によって預言した。

2 そこでシェアルティエルの子ゼルバベルと、エホツァダクの子ヨシュアは立ち上がり、エルサ

レムにある神の宮を建て始めた。神の預言者たちが一緒にいて、彼らを助けた。

3 そのような時期に、ユーフラテス川西方の総督タテナイと、シェタル・ボゼナイと、その同僚

たちが彼らのところにやって来て、こう言った。「この宮を建て、この城壁を修復せよとの命

令をだれがあなたがたに下したのか。」

4 そしてまた、「この建物を建てている者たちの名は何というのか」と尋ねた。

5 しかし、ユダヤ人の長老たちの上には彼らの神の目が注がれていたので、このことがダレイオ

スに報告されて、さらにこのことについての返事の手紙が来るまで、彼らの工事を中止させる

ことができなかった。

6 ユーフラテス川西方の総督タテナイと、シェタル・ボゼナイと、その同僚のユーフラテス川西

方にいる知事たちが、ダレイオス王に送った書状の写しは次のとおりである。

7 彼らが王に送った報告には次のように書かれていた。 「ダレイオス王に全き平安があります

ように。

8 王にお知らせいたします。私たちはユダ州に行き、あの大いなる神の宮に行ってみましたが、

それは大きな石で建てられていて、壁には木材が組まれていました。その工事は彼らの手で

着々と進められ、順調に行われています。

9 そこで、私たちはその長老たちに尋ねて、彼らに次のように言いました。『この宮を建て、こ

の城壁を修復せよとの命令をだれがあなたがたに下したのか。』

10 私たちはまた、あなたにお知らせするために彼らにその名を尋ねました。それは、彼らの先頭

に立っている者の名を書き記すためでした。

11 すると、彼らは次のように私たちに返事をしました。『私たちこそは天と地の神のしもべであ

り、ずっと昔から建っていた宮を建て直しているのです。それはイスラエルの大王が建てて、

完成させたものです。

12 しかし、私たちの先祖が天の神を怒らせたので、神は彼らを、カルデア人であるバビロンの王

ネブカドネツァルの手に渡されました。彼はこの宮を破壊し、民を捕らえてバビロンに移した

のです。

13 しかし、バビロンの王キュロスの第一年に、キュロス王はこの神の宮を建て直すよう命令を下

しました。



14 キュロス王はまた、ネブカドネツァルがエルサレムの神殿から持ち出して、バビロンの神殿に

運んで行った神の宮の金や銀の器を、バビロンの神殿から取り出し、自分が総督に任命したシ

ェシュバツァルという名の者にそれを渡しました。

15 そして、シェシュバツァルに、これらの器を携えて行ってエルサレムの神殿に納め、神の宮を

元の場所に建て直せと言いました。

16 そこで、このシェシュバツァルは来て、エルサレムの神の宮の礎を据えました。その時から今

に至るまで建築が続いていますが、まだ完成していません。』

17 ですから、王様、もしもよろしければ、エルサレムにあるこの神の宮を建てるために、キュロ

ス王からの命令が下ったのが事実かどうか、あのバビロンにある王室書庫をお調べください。

そして、このことについての王のご判断を私たちにお伝えください。」

第6章

1 それでダレイオス王は命令を下し、重要文書を納めてあるバビロンの文書保管所を調べさせた

ところ、

2 メディア州の城の中のエクバタナで一つの巻物が見つかった。その中に次のように書かれてい

た。 「記録。

3 キュロス王の第一年にキュロス王は命令を下した。エルサレムにある神の宮、いけにえが献げ

られる宮を建て、その礎を定めよ。宮の高さは六十キュビト、その幅も六十キュビト。

4 大きな石の層は三段。木材の層は一段とする。その費用は王家から支払われる。

5 また、ネブカドネツァルがエルサレムの神殿から持ち出して、バビロンに運んで来た神の宮の

金や銀の器は返し、エルサレムの神殿に運んで元の場所に戻す。こうして、それらを神の宮に

納める。」

6 王は次のように命じた。「それゆえ、今、ユーフラテス川西方の総督タテナイと、シェタル・

ボゼナイと、その同僚たちでユーフラテス川西方の地にいる知事たちよ。そこから遠ざかれ。

7 この神の宮の工事をそのままやらせておけ。ユダヤ人の総督とユダヤ人の長老たちに、この神

の宮を元の場所に建てさせよ。

8 私は、さらに、この神の宮を建てるために、あなたがたがこれらユダヤ人の長老たちにどうす

べきか、命令を下す。王の収益としてのユーフラテス川西方の地の貢ぎ物の中から、その費用

を間違いなくそれらの者たちに支払って、滞らぬようにせよ。

9 また、その必要とする物、すなわち、天の神に献げる全焼のささげ物のための雄牛、雄羊、子

羊、また小麦、塩、ぶどう酒、油を、エルサレムにいる祭司たちの求めに応じて、毎日怠りな

く彼らに与えよ。

10 こうして彼らが天の神に芳ばしい香りを献げ、王と王子たちの長寿を祈るようにせよ。

11 私は命令を下す。だれであれ、この法令を犯す者があれば、その家から梁を引き抜き、その者

をその上にはりつけにしなければならない。このことのゆえに、その家はごみの山としなけれ

ばならない。

12 エルサレムに御名を住まわせられた神が、この命令を変更してエルサレムにあるこの神の宮を

破壊しようと手を下す王や民をみな、投げ倒されますように。私ダレイオスはここに命令を下

す。間違いなくこれを守れ。」



13 ダレイオス王がこう書き送ったので、ユーフラテス川西方の総督タテナイと、シェタル・ボゼ

ナイと、その同僚たちは、間違いなくこれを行った。

14 ユダヤ人の長老たちは、預言者ハガイとイドの子ゼカリヤの預言を通し、建築を行って成功し

た。彼らはイスラエルの神の命令により、またキュロスとダレイオスと、ペルシアの王アルタ

クセルクセスの命令によって、建築を終えた。

15 こうして、この宮はダレイオス王の治世の第六年、アダルの月の三日に完成した。

16 イスラエルの子ら、すなわち、祭司、レビ人、そのほかの捕囚から帰って来た人たちは、喜び

をもってこの神の宮の奉献式を祝った。

17 彼らはこの神の宮の奉献式のために、雄牛百頭、雄羊二百匹、子羊四百匹を献げた。また、イ

スラエルの部族の数にしたがって、全イスラエルのために罪のきよめのささげ物として、雄や

ぎ十二匹を献げた。

18 また彼らは、エルサレムでの神への奉仕のため、祭司をその区分にしたがって、レビ人をその

組にしたがってそれぞれ任命した。モーセの書に記されているとおりである。

19 捕囚から帰って来た人々は、第一の月の十四日に過越を祝った。

20 祭司とレビ人たちは一人残らず身をきよめて、みなきよくなっていたので、捕囚から帰って来

たすべての人々のため、彼らの同胞の祭司たちのため、また彼ら自身のために、過越のいけに

えを屠った。

21 捕囚から戻って来たイスラエル人はこれを食べた。イスラエルの神、主を求めて、その地の異

邦の民の汚れから離れて彼らに加わった者たちもみなそうした。

22 そして彼らは七日間、喜びをもって種なしパンの祭りを守った。これは、主が彼らを喜ばせ、

またアッシリアの王の心を彼らに向けて、イスラエルの神である神の宮の工事にあたって、彼

らを力づけるようにされたからである。

第7章

1 これらの出来事の後、ペルシアの王アルタクセルクセスの治世に、セラヤの子エズラという人

がいた。セラヤはアザルヤの子、順次、ヒルキヤの子、

2 シャルムの子、ツァドクの子、アヒトブの子、

3 アマルヤの子、アザルヤの子、メラヨテの子、

4 ゼラフヤの子、ウジの子、ブキの子、

5 アビシュアの子、ピネハスの子、エルアザルの子、このエルアザルは祭司のかしらアロンの子

である。

6 このエズラがバビロンから上って来たのである。彼はイスラエルの神、主がお与えになったモ

ーセの律法に通じている学者であった。彼の神、主の御手が彼の上にあったので、王は彼の願

いをすべてかなえた。

7 アルタクセルクセス王の第七年に、イスラエル人の一部、および祭司、レビ人、歌い手、門

衛、宮のしもべの一部が、エルサレムに上って来た。

8 エズラは王の第七年の第五の月にエルサレムに着いた。

9 すなわち、彼は第一の月の一日にバビロンを出発した。彼の神の恵みの御手は確かに彼の上に

あり、第五の月の一日に、彼はエルサレムに着いた。



10 エズラは、主の律法を調べ、これを実行し、イスラエルで掟と定めを教えようと心を定めてい

た。

11 アルタクセルクセス王が、祭司であり学者であったエズラに与えた手紙の写しは次のとおりで

ある。このエズラは、主の命令のことばと、イスラエルに関する主の掟に精通していた。

12 「王の王アルタクセルクセス。天の神の律法の学者である祭司エズラへ。中略。さて、

13 私は命令を下す。私の国にいるイスラエルの民、その祭司、レビ人のうち、だれでも自分から

進んでエルサレムに上って行きたい者は、あなたと一緒に行ってよい。

14 なぜなら、あなたは王とその七人の顧問によって遣わされているからである。それは、あなた

の手にあるあなたの神の律法にしたがって、ユダとエルサレムを調査するためである。

15 また、王とその顧問たちが、エルサレムを住まいとされるイスラエルの神に進んで献げた銀と

金を、

16 またバビロン全州であなたが得るすべての銀と金を、それに、エルサレムにある自分たちの神

の宮のために、民と祭司たちが進んで献げたささげ物を合わせて、携えて行くためである。

17 それゆえ、あなたはその献金で、雄牛、雄羊、子羊、また、そのための穀物のささげ物と注ぎ

のぶどう酒を怠りなく買い求め、エルサレムにあるあなたがたの神の宮の祭壇の上で、それを

献げなければならない。

18 また、残りの銀と金の使い方については、あなたとあなたの兄弟たちが良いと思うことは何で

も、あなたがたの神のみむねにしたがって行うがよい。

19 また、あなたの神の宮での礼拝のために渡された用具は、エルサレムの神の前に供えよ。

20 そのほか、あなたの神の宮のために必要なもので、どうしても支出しなければならないもの

は、王室の金庫からそれを支出してよい。

21 私アルタクセルクセス王は、ユーフラテス川西方の財務官全員に命令を下す。 天の神の律法

の学者である祭司エズラが、あなたがたに求めることは何でも、怠りなくそれを行え。

22 すなわち、銀は百タラントまで、小麦は百コルまで、ぶどう酒は百バテまで、油も百バテま

で、塩は制限なし。

23 天の神の宮のために、天の神によって命じられていることは何でも、熱心に行え。御怒りが王

とその子たちの国に下るといけないから。

24 また次のことを知らせる。祭司、レビ人、歌い手、門衛、宮のしもべ、すなわち、この神の宮

に仕える者たちにはだれに対しても、貢ぎ物、関税、税金を課してはならない。

25 エズラよ。あなたは自分の手にあるあなたの神の知恵にしたがって、さばき人や裁判官を任命

し、ユーフラテス川西方にいるすべての民、すなわち、あなたの神の律法を知っているすべて

の者をさばかせよ。またあなたがたは、これを知らない者に教えよ。

26 あなたの神の律法と王の律法を守らない者には、だれに対しても、死刑でも、追放でも、財産

の没収でも、投獄でも、その判決を厳格に執行せよ。」

27 私たちの父祖の神、主がほめたたえられますように。主はエルサレムにある主の宮に栄光を与

えるために、このようなことを王の心に起こさせ、

28 王とその顧問と、王の有力な高官すべての前で私に恵みを得させてくださった。私の神、主の

御手が私の上にあったので、私は奮い立って、一緒に上るイスラエル人のかしらたちを集める

ことができた。



第8章

1 アルタクセルクセス王の治世に、バビロンから私と一緒に上って来た一族のかしらと、その系

図の記載は次のとおりである。

2 ピネハス族からはゲルショム。イタマル族からはダニエル。ダビデ族からはハトシュ。

3 ハトシュはシェカンヤの孫。パルオシュ族からは、ゼカリヤと、系図に記載された同行の者、

男子百五十人。

4 パハテ・モアブ族からは、ゼラフヤの子エルエホエナイと、同行の男子二百人。

5 ザト族からは、ヤハジエルの子シェカンヤと、同行の男子三百人。

6 アディン族からは、ヨナタンの子エベデと、同行の男子五十人。

7 エラム族からは、アタルヤの子エシャヤと、同行の男子七十人。

8 シェファテヤ族からは、ミカエルの子ゼバデヤと、同行の男子八十人。

9 ヨアブ族からは、エヒエルの子オバデヤと、同行の男子二百十八人。

10 バニ族からは、ヨシフヤの子シェロミテと、同行の男子百六十人。

11 ベバイ族からは、ベバイの子ゼカリヤと、同行の男子二十八人。

12 アズガデ族からは、ハ・カタンの子ヨハナンと、同行の男子百十人。

13 アドニカム族からの者は最後の者たちで、その名はエリフェレテ、エイエル、シェマヤ、およ

び彼らと同行の男子六十人。

14 ビグワイ族からは、ウタイとザクルと、同行の男子七十人。

15 私はアハワに流れる川のほとりに彼らを集め、私たちはそこに三日間宿営した。私はそこに民

と祭司たちを確認したが、レビ人は見つけることができなかった。

16 それで私は、かしらのエリエゼル、アリエル、シェマヤ、エルナタン、ヤリブ、エルナタン、

ナタン、ゼカリヤ、メシュラムと、教師エホヤリブ、エルナタンを呼び集め、

17 カシフヤ地方のかしらイドについて、彼らに指示した。すなわち、イドとその同僚、またカシ

フヤ地方にいる宮のしもべたちに対して、私たちの神の宮に仕える者たちを送ってもらうため

には何と言えばよいか、彼らにことばを授けた。

18 私たちの神の恵みの御手が私たちの上にあったので、彼らはイスラエルの子、レビの子、マフ

リの子のうちから賢明な者、シェレベヤと、その子たち、およびその兄弟たち十八人を私たち

のところに連れて来てくれた。

19 また、ハシャブヤとともに、メラリの子のうちからエシャヤと、その兄弟と、その子たち二十

人、

20 および、ダビデとその高官たちにより、レビ人に奉仕するよう任命されていた宮のしもべたち

のうちから、二百二十人の宮のしもべたちを連れて来た。これらの者はみな、指名された者で

あった。

21 私はそこ、アハワ川のほとりで断食を布告した。それは、私たちの神の前でへりくだり、私た

ちのために、私たちの子どもたちと、私たちのすべての持ち物のために、道中の無事を神に願

い求めるためであった。

22 それは私が、道中の敵から私たちを助ける部隊と騎兵たちを、王に求めるのを恥じたからであ

った。実際、私たちは王に、「私たちの神の御手は、神を尋ね求めるすべての者の上に幸いを

下し、その力と怒りは、神を捨てるすべての者の上に下る」と言っていたのである。



23 そのため私たちはこのことのために断食して、自分たちの神に願い求めた。すると、神は私た

ちの願いを聞き入れてくださった。

24 私は祭司長たちのうちから十二人、すなわち、シェレベヤとハシャブヤ、および彼らの同僚十

人を選り分けた。

25 そして、王、顧問たち、高官たち、および、そこにいたすべてのイスラエル人が献げた、私た

ちの神の宮への奉納物である銀、金、器を量って、彼らに渡した。

26 私は銀六百五十タラント、百タラント相当の銀の器、および金百タラントを量って、彼らに渡

した。

27 また、一千ダリク相当の金の鉢二十、さらに、金のように高価な、光り輝く見事な青銅の器二

個を彼らに渡した。

28 それから私は彼らに言った。「あなたがたは主の聖なるものである。この器も聖なるものであ

る。この銀と金は、あなたがたの父祖の神、主に対する、進んで献げるものである。

29 あなたがたは、エルサレムの主の宮の部屋で、祭司長たち、レビ人たち、イスラエルの一族の

長たちの前で重さを量るまで、寝ずの番をしてそれらを守りなさい。」

30 祭司とレビ人たちは、重さを量った銀、金、器を、エルサレムの私たちの神の宮に持って行く

ために受け取った。

31 私たちはエルサレムに行こうと、第一の月の十二日にアハワ川を出発した。私たちの神の御手

が私たちの上にあり、その道中、敵の手、待ち伏せする者の手から私たちを救い出してくださ

った。

32 こうして私たちはエルサレムに着いて、そこに三日間とどまった。

33 四日目に銀と金と器が私たちの神の宮の中で量られ、ウリヤの子の祭司メレモテの手に渡され

た。彼とともにピネハスの子エルアザルがいて、彼らとともに、レビ人である、ヨシュアの子

エホザバデとビヌイの子ノアデヤがいた。

34 すべてが数えられ、量られた。そのとき全重量が書き留められた。

35 捕囚の人々で、捕囚から帰って来た者は、イスラエルの神に全焼のささげ物を献げた。すなわ

ち、全イスラエルのために雄牛十二頭、雄羊九十六匹、子羊七十七匹、罪のきよめのささげ物

として雄やぎ十二匹を献げた。これはすべて主への全焼のささげ物であった。

36 それから、彼らは王の命令書を、王の太守たちとユーフラテス川西方の総督たちに渡した。こ

の人たちはこの民と神の宮に援助を与えた。

第9章

1 これらのことが終わった後、指導者たちが私のところに近づいて来て次のように言った。「イ

スラエルの民、祭司、レビ人は、カナン人、ヒッタイト人、ペリジ人、エブス人、アンモン

人、モアブ人、エジプト人、アモリ人など異国の忌み嫌うべき習慣と縁を絶つことなく、

2 かえって、彼らも息子たちも、これらの国々の娘を妻にし、聖なる種族がもろもろの地の民と

混じり合ってしまいました。しかも、指導者たち、代表者たちがこの不信の罪の張本人なので

す。」

3 私はこのことを聞いて、衣と上着を引き裂き、髪の毛とひげを引き抜き、茫然として座り込ん

でしまった。



4 捕囚から帰って来た人々の不信の罪のことで、イスラエルの神のことばを恐れかしこむ者はみ

な、私のところに集まって来た。私は夕方のささげ物の時刻まで、茫然としてそこに座ってい

た。

5 夕方のささげ物の時刻になって、打ちのめされていた私は立ち上がり、衣と上着を引き裂いた

まま、ひざまずき、自分の神、主に向かって手を伸べ広げて、

6 こう言った。「私の神よ。私は恥じています。私の神よ。私はあなたに向かって顔を上げるこ

とを恥ずかしく思います。私たちの咎は増し、私たちの頭より高くなり、私たちの罪過は大き

く、天にまで達したからです。

7 私たちの先祖の時代から今日まで、私たちは大きな罪過の中にありました。私たちのその咎の

ため、私たちや、私たちの王、祭司たちは、諸国の王たちの手に渡され、剣にかけられ、捕虜

にされ、かすめ奪われ、面目を失って、今日あるとおりです。

8 しかし今、しばらくの間、私たちの神、主はそのあわれみによって、私たちに逃れの者を残

し、私たちのためにご自分の聖なる所に一本の杭を与えてくださいました。これは、私たちの

神が私たちの目を明るくし、奴隷の身の私たちを少しでも生き延びさせてくださるためでし

た。

9 事実、私たちは奴隷です。しかし私たちの神は、この奴隷の身の私たちを見捨てることなく、

かえって、ペルシアの王たちによって恵みを施し、私たちを生かして、私たちの神の宮を建て

直させ、その廃墟を元に戻し、ユダとエルサレムに石垣を下さいました。

10 こうなった今、何と言えばよいのでしょうか。私たちの神よ、私たちはあなたの命令を捨てた

のです。

11 あなたは、あなたのしもべである預言者たちによって、こう命じておられました。『あなたが

たが入って行って所有しようとしている地は、異国の汚れで汚れた地、忌み嫌うべき行いによ

って隅々まで汚れで満ちてしまった地である。

12 だから今、あなたがたの娘を彼らの息子に嫁がせてはならない。また、彼らの娘をあなたがた

の息子の妻にしてはならない。永久に彼らの平安も幸せも求めてはならない。それは、あなた

がたが強くなり、その地の良い物を食べ、これを永久にあなたがたの子孫の所有とするためで

ある』と。

13 私たちの悪い行いと大きな罪過のゆえに、様々なことが私たちの上に起こりましたが、私たち

の神、あなたは、私たちの咎に値するよりも軽い罰を与え、逃れの者をこのように私たちに備

えてくださいました。そのようなことの後で、

14 私たちは再びあなたの命令を破って、忌み嫌うべき行いをするこれらの民と、姻戚関係に入っ

てよいのでしょうか。あなたは怒って、ついには私たちを絶ち滅ぼし、残りの者も、逃れの者

もいないようにされるのではないでしょうか。

15 イスラエルの神、主よ、あなたは正しい方です。まことに、今日あるとおり、私たちは逃れの

者として残されています。ご覧ください。私たちは罪過を負ってあなたの御前におります。こ

のような状態で、だれもあなたの御前に立つことはできないにもかかわらず。」

第10章

1 エズラが神の宮の前でひれ伏して、涙ながらに祈り告白しているとき、男や女や子どもの大会

衆がイスラエルのうちから彼のところに集まって来た。民は涙を流して激しく泣いた。



2 そのとき、エラムの子孫の一人エヒエルの子シェカンヤが、エズラに言った。「私たちは、自

分たちの神の信頼を裏切り、この地の民である異国人の女を妻にしました。しかし、このこと

についてイスラエルには今なお望みがあります。

3 今、私たちは自分たちの神と契約を結び、主の勧告と、私たちの神の命令を恐れかしこむ人々

の勧告にしたがって、これらの妻たちと、その子どもたちをみな追い出しましょう。律法にし

たがってこれを行いましょう。

4 立ち上がってください。このことはあなたの肩にかかっています。私たちはあなたに協力しま

す。勇気を出して、実行してください。」

5 エズラは立ち上がり、祭司、レビ人、全イスラエルの長たちに、この提案を実行するよう誓わ

せた。すると彼らは誓った。

6 エズラは神の宮の前を去って、エルヤシブの子ヨハナンの部屋に行った。そこに行って、パン

も食べず、水も飲まずにいた。捕囚から帰って来た人々の不信の罪を嘆き悲しんだのである。

7 そして、通達がユダとエルサレムに出された。それは、捕囚から帰って来た者はみなエルサレ

ムに集合するように、というものであり、

8 また、三日のうちに来ない者はみな、指導者たちや長老たちの決定にしたがってその全財産を

聖絶され、さらにその人は、捕囚から帰って来た人々の会衆から除名される、としていた。

9 ユダとベニヤミンの男はみな、三日のうちにエルサレムに集まって来た。それは第九の月の二

十日であった。こうして、すべての民は神の宮の前の広場に座り、この件で、また大雨のため

に震えていた。

10 祭司エズラは立ち上がって、彼らに言った。「あなたがたは神の信頼を裏切った。異国人の女

を妻にし、イスラエルの罪過を増し加えた。

11 だから今、あなたがたの父祖の神、主に告白して、そのみむねにかなったことをしなさい。こ

の地の民、異国人の女たちから離れなさい。」

12 全会衆は大声をあげて答えた。「必ずあなたの言われたとおりにします。

13 しかし、民は大勢いて、大雨の時期ですから、私たちは外に立っていることができません。し

かも、これは一日や二日の仕事でもありません。私たちはこのことで大いに背いてきたのです

から。

14 全会衆を代表して私たちの指導者たちに、ここにとどまっていただきたい。そして、私たちの

町で異国人の女を妻にした者はみな、定められた時に、それぞれの町の長老たち、さばき人た

ちと一緒に出頭するようにしていただきたい。そうすれば、このことについての私たちの神の

燃える怒りは、私たちから去るでしょう。」

15 アサエルの子ヨナタンとティクワの子ヤフゼヤだけはこれに反対し、メシュラムとレビ人シャ

ベタイの支持を得たが、

16 捕囚から帰って来た人々は、その提案どおりにした。祭司エズラは、彼らの一族のそれぞれの

ために、かしらの者たちを、みな名指しで選り分けた。こうして、彼らはこの件を調べるため

に第十の月の一日に検討を始め、

17 第一の月の一日までに、異国人の女を妻にした男たちについて、みな調べ終えた。

18 祭司の子らのうちで異国人の女を妻にした者が分かった。エホツァダクの子ヨシュアの息子た

ちと、その兄弟たちのうちのマアセヤ、エリエゼル、ヤリブ、ゲダルヤであった。



19 彼らはその妻を離縁すると誓い、自分たちの罪過のために、雄羊一匹を代償のささげ物として

献げた。

20 イメル族のうちでは、ハナニとゼバデヤ。

21 ハリム族のうちでは、マアセヤ、エリヤ、シェマヤ、エヒエル、ウジヤ。

22 パシュフル族のうちでは、エルヨエナイ、マアセヤ、イシュマエル、ネタンエル、エホザバ

デ、エルアサ。

23 レビ人のうちでは、エホザバデ、シムイ、ケラヤすなわちケリタ、ペタフヤ、ユダ、エリエゼ

ル。

24 歌い手のうちでは、エルヤシブ。門衛のうちでは、シャルム、テレム、ウリ。

25 一般のイスラエル人のうち、パルオシュ族のうちでは、ラムヤ、イジヤ、マルキヤ、ミヤミ

ン、エルアザル、マルキヤ、ベナヤ。

26 エラム族のうちでは、マタンヤ、ゼカリヤ、エヒエル、アブディ、エレモテ、エリヤ。

27 ザト族のうちでは、エルヨエナイ、エルヤシブ、マタンヤ、エレモテ、ザバデ、アジザ。

28 ベバイ族のうちでは、ヨハナン、ハナンヤ、ザバイ、アテライ。

29 バニ族のうちでは、メシュラム、マルク、アダヤ、ヤシュブ、シェアル、ラモテ。

30 パハテ・モアブ族のうちでは、アデナ、ケラル、ベナヤ、マアセヤ、マタンヤ、ベツァルエ

ル、ビヌイ、マナセ。

31 ハリム族のうちでは、エリエゼル、イシヤ、マルキヤ、シェマヤ、シメオン、

32 ベニヤミン、マルク、シェマルヤ。

33 ハシュム族のうちでは、マテナイ、マタタ、ザバデ、エリフェレテ、エレマイ、マナセ、シム

イ。

34 バニ族のうちでは、マアダイ、アムラム、ウエル、

35 ベナヤ、ベデヤ、ケルフ、

36 ワンヤ、メレモテ、エルヤシブ、

37 マタンヤ、マテナイ、ヤアサイ。

38 バニ、ビヌイ、シムイ、

39 シェレムヤ、ナタン、アダヤ、

40 マクナデバイ、シャシャイ、シャライ、

41 アザルエル、シェレムヤ、シェマルヤ、

42 シャルム、アマルヤ、ヨセフ。

43 ネボ族のうちでは、エイエル、マティテヤ、ザバデ、ゼビナ、ヤダイ、ヨエル、ベナヤ。

44 これらの者はみな、異国人の女を妻にした者であった。彼らの妻たちの中には、すでに子を産

んだ者もいた。


